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今、トライアスロンが熱い
―トライアスロン研究の最前線―
富川理充（商学部講師）
研究会⑦
はじめに
　オリンピックでも日本人が活躍し注目されるようになってきたトライ
アスロンではあるが、研究ではまだまだ世界に後れを取っている現状に
ある。研究会では、世界のトライアスロンの研究動向について紹介する
とともに筆者自身の研究について紹介した。
トライアスロン研究の現状
　1974年、アメリカ・カリフォルニア州のサンディエゴで誕生したト
ライアスロンは、競技スポーツや市民スポーツとして世界的にも急速に
発展し、2000年のシドニーオリンピックにおいて正式種目として採用
された。研究対象としても1980年代初頭より注目され、PubMed を
用いた “Triathlon” の検索結果によると、これまでに発表された研究論
文数は世界的には漸増の傾向にある。その一方で、日本国内のトライア
スロン研究の現状をみると、CiNii を用いて “ トライアスロン ” を検索
した結果からはまだまだ進んでいないことが窺える（図1）。トライア
スロンを構成する3種目別の各々のデータベースの検索結果からも、
“Triathlon & Swimming” は229題、“Triathlon & Cycling” は152題、
“Triathlon & Running” は257題（以上、PubMed より）に及ぶのに
対し、“ トライアスロン & 水泳 ” は5題、“ トライアスロン & 自転車 ”
は6題、“ トライアスロン & 走 ” は6題（以上、CiNii より）と同様の結
果であった。
　日本のトライアスロン競技は、2008年に開催された北京オリンピッ
クにおいて女子が5位入賞を果たし、2010年にシンガポールで開催さ
れたユースオリンピックでは女子が金メダルを獲得、同年に中国で開催
されたアジア大会では男女ともに金銀メダルを独占するなど、今やアジ
アを世界レベルに牽引する状況にある。選手や指導者の活躍や、JTU
（社団法人日本トライアスロン連合）などの活動を後押しできるように、
日本国内でもトライアスロンに関する研究の推進や研究者の育成が推進
されるような環境の醸成が必要であると考えられる。
 （2011年12月17日、専修大学サテライトキャンパスにて、JTU と専
修大学社会体育研究所の合同主催にて「第1回 JTU トライアスロン研
究会」を開催致しました。）
トライアスロン用ウェットスーツに関する研究
　トライアスロン用ウェットスーツ（以下、WS）に関する世界的な研
究論文は、1986年に British Journal of Sports Medicine （Vol. 20, 
No. 3） に発表された Parsons & Day の “DO WET SUITS AFFECT 
SWIMMING SPEED?” が最初である。トライアスロン競技では、低水
温中のスイムによって選手が低体温症に陥るのを防ぐことを目的に、レ
ース中の WS の着用が認められている。それまでも、選手は WS を着
用するとその浮力により体が水面近くに持ち上げられスイムスピードが
向上することを経験的に認識していたが、彼らの研究により WS の着
用が選手のスイムスピードを向上させることが初めて客観的に明らかに
されることとなった。それ以降、パフォーマンス（表1）や、泳動作、
生理応答へ及ぼす影響など数多くの論文が発表されている。
　WS の着用によりほとんどの選手がスイムスピードを向上させる。そ
れは、浮力によって体を水面近くに持ち上げられ、かつ水平姿勢が保持
されることにより、効率の良い泳動作が実現可能となるためである。筆
者はその WS による泳動作中の姿勢矯正効果をトレーニングに応用す
ることを目的に研究を行った。400m 泳タイムトライアルに向けたウ
ォーミングアップを、WS を着用して行う効果を検討した。その結果、
パフォーマンスの向上はみられなかったが、WS を着用せずに行ったタ
イムトライアル中の泳動作に、WS を着用して行ったウォーミングアッ
プ中の泳動作が反映される傾向が観察された。今後、継続的に WS を
着用してトレーニングを行った際の長期的なトレーニング効果などを検
討することにより、アシスティッド・トレーニングとして WS の応用
方法が開発できるものと期待される。
 （専修大学体育研究紀要　第35号に掲載されています。）
表1　 ウェットスーツを着用した際のスイムのパフォーマンス向上率
図1　データベース検索結果（2011年5月2日現在）
PubMed: “Triathlon”, CiNii: “トライアスロン ”
